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令和３年度第３回川崎市子ども・子育て会議 
計画推進部会 議事録 

 
■ 開催日時 

  令和３年８月３０日（月）１８時３０分～  
■ 開催場所 

ZOOM によるオンライン会議 

■  出席者 

 （１）委員  
    村井部会長、一瀬委員、稲富委員、佐藤委員、柴田委員、丹野委員、

坪井委員、吉田委員  
（２）事務局（こども未来局企画課）  
   川戸課長、浅水課長補佐、北村担当係長、原田職員、筒井職員  

■ 配布資料 

資料１：川崎市子ども・若者調査結果分析の状況について 

資料２：本市の子ども・若者を取り巻く状況 

資料３：川崎市子ども・若者調査報告書 

参考１：川崎市子ども・子育て会議計画推進部会委員名簿 

参考２：令和３年度第２回川崎市子ども・子育て会議計画推進部会 行政職

員出席者名簿 

参考３：川崎市子ども・子育て会議条例 

■ 傍聴者 

０人 

 

１  開会 

・事務局あいさつ  
・次第、資料、定足数（部会の成立）確認  
 

２ 議事１ 川崎市子ども・若者調査について 

資料１～資料３に基づいて事務局から概要説明。 

 

≪主な質疑等≫ 

●委  員 今後、どういう支援が必要なのか、どういう仕組みが必要なの

か、事務局からのアイデアはあるか。 

○事 務 局 若年層への情報提供ということであれば、今年の３月から子育て

アプリというものをリニューアルし、今まで単に情報を見るだけ
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だったものが、登録しておくことによってプッシュ型で利用者が

情報をキャッチできる取組も始めている。 

●委  員 参考までに横浜市では子育て世代包括支援センターにおいて、妊

娠期から学齢までの子育て支援を包括的に展開していくための機

能があり、積極的に相談を受けられる取組を行っている。 

○事 務 局 川崎市は各区に保育・子育て総合支援センターを整備する計画に

なっており、地域子育て支援拠点として、保育所と地域子育て支

援センターを一体的に運営している。主な目的としては、地域の

子育て支援や民間保育所の支援、保育士の人材育成を取り組んで

いるところである。 

 

 

 

■ 閉会 

・事務局あいさつ 

 

以上 


